
横
浜

匹皿匹
2０１８.4.28(ま)Iojo～15:30

ウィリング横浜
京Ｓ急fi/横ｉ市ｌｔ下・「上大岡Ji

Ｉ

運営戦略

2018.5.12（・）IOs00～15:30

パピヨン２４
・下鉄「千子t・か口」４Ｗｉ口・結

１
2018.6.16(・)1(k00～15:30

天満ガーデン貸会議室
ｔ下ｌｌＳＳ･ｉＳＲＳＭＵ３５１ﾛより湊歩3･

参加費

８,０００Ｆ９
ほ･資料代込み）

知野吉和ａ（ずＳ人参tＳＳアドパイザー）

山下総司氏（社きＩＲａ人ひだまりＳ・）

大
販

2０１８.6.17(日)10:00～15:30

マイドームおおさか
４１１申央錬『ｌ１本・ｊｌｌｌｉ口から緯歩I

粛
京

実践力養成

Ｅｍこ|福
胃

2018.9.30(日)ｌａＯＯ～15:30

現在詞整中
鯨岡栄一郎ａ(瞰tｌ社・ディケアソリューションｆｔＳＳＳ

ご利・者・恵者が本当にしたいこと・必饗な.ことを導き出し実現していくためのポイント

・ごiU用者の計圃書づくり、トレーニングで効果が出せるアセスメン

ト・コーチング

・信頼関係づくりの極意、真のニーズや思いを引き出す質問のスキル

・学校では教えてくれない対象

・相手の思考の特徴とはワコミュニケーションタイプ、思いiaみに気

づき、９Ｓする技術

・もつとご自分でできる！ＡＤＬの自儒を高める手法

・相手に元気になっていただき、●機づけるためには

・ご利・者の課題解決にあたって多職種で円滑に協働するためにＳ要な

こと

・相手を安心させ、また新たな視点を提供する伝え方、提案の技術

・より効果的に伝える！

・【ＳＳ】Ｗ価の仕ﾌ!iと工央

・２人組でのワーク、エクササイズ

・１日を通して学んだことの整IIほか

やる気のなさを嘆かず現状を打破する！スタッフ・ご利用者がii気になるための条件とは!７

・現場に潜むスタッフのモチベーションをｇ下させる３つの間題

・「仕組み」「人回関係」「個人スキル」が複雑に絡み合う構造の理解

・事例|から|現状の「仕・11み」を改醤する|ヒントをみ|つけ|る
（ルールを９る、ハードを・・す、Ｓ式をjl置す、人Ｓ考Ｓ、i千価髄まを・直すｅtｃ）

・Silか|ら現状のr人間回係』を改善する|ヒントをみつ|ける

（Ｓ・気のＳいＳＩは人回関係の悪いｓｓllコミュニヶ－シ/ヨ|ンを改善する|）

・事例から現状の『個人スキルjを改善するヒントをみつける

（|どの/よ|うに人はＲ化|してい|くのかま鮭を知るＩ自分自・のスキルのＳＳが９かる11）

・他者ｌｌＷが深まるスキルマトリクス

・やる気のなさをなげかなくてすむ組織腕とチームワーク論

・利用者のことでも、なんでも自分事として捉えた５もつと真剣になれる

・利用者とスタッフの主体性を引きｉす環境づくり

・薦境を生かした自il支援のプログラムづくりの工夫

・おｇいが気持ちよく週ごせる環境づくりとは

・スタッフが集まる仕組みと環境づくり

・地域とつながるための環境づくりと取り組み実践

・スタッフが自ら率先してしたくなる広報の手順とは

I=
2018.5.13(日)la00～15:30

博多バスターミナル
JR・多・(ｌ参口)からｌ歩1９

ぬ;
2018.5.26は)10:00～15z30

天満ガーデン貸会議室
i下ｌｌｌｌ･IS凶SU」39口よりIS3９

I!
2018.8.18は)10;00～15s30

11フアツションセンター
jR中央･ＩＸ・「ｉｌｉＪＩ口よりｌ歩6９

小幡匡史・（き同会社ThlnkS・dｙJa。n｛tａ社Ｒj１mＥjＫI
う
ｌ
『

2o18.8,3(會)lo:3o～16:15

1際フアツションセンター
ぶ中央･脈ｌｌrｉｌｌ』まロよりＳ歩6ｉ

ｌ
2018.9.9（日）10:30～16s15

現在詞整4ｺ

Ｅ好貴之Ｅ(1朱iほ社ｓディックプランユングftＳＳａ)
森日ﾖ裕治・(ｌ加皿人回ｉ皿四ＳＳ／リハビリｉ－ションＳ皿Ｓ
網川SI・(ｉＳt人ｌｅをｌ皿ヶア自まごころの社餓ａ／ｆＳＳ士)

運動学と老年・学を踏まえた効果的アプローチ

・ご利用者が改善を実感できるリハピリテーションとは

・効果的なリハビリテーションを提供することが困難な場合とは

・集団活勤が適応ではないご利用者へのアプローチ

・効果をｌすためのiEしいアセスメントとiEしいトレーニングの提示

・ケアマネ、本人、家族へ説明すべきr資料」

・やる|気ア|ツ|プにづながるll】|時効果が出る|運動プログラムの紹介

・ＳＳ瀬、リハｌ自ａ夕1も目Ｉが19かり、自９の6Sがｌｌになるフローチャート

・ご利・者の奥1こ潜むＳＳの本質|を理解する

・マズローの欲求５段階説を応用した心身の評倣右法とその活用右法

・ご自宅で|も継続的|に自圭トレー|ニン|グがで|きる運動方法

・痛みの部位別・タイプ別運勤方法

・これは使える！老年医学に基づいたプログラム作成の工夫

・運動学と老年医学を蹟ま|えた効果的リハ|ビリテーシ|ヨ|ンアブローチ

・通所サーピスの特徴と心身機能の評価

IＩ療介護運携強化！痍棟から通所・訪間へ、そして地域へ！

・同時改定後のリハビリテーション部門による医療介護の連携のポイント

・介護老人保健施設における強化Ｓ・ｶl算型算定と高稼慟率の具体策

・1,２時蘭の短卿間通所リハは要支援のみでも高収益シミュレーション

・通所リハは「牛活期リハピリマネジメントＳＳＩヘシフト１

・リハマネ加算I～IVを算定するためのポイント

・通所介護でのリハピリテーションは自立支援・ＳＳ化防止の強化

・ｌ酬単価滅、サービス提供ｉ聞ｉ分に影響されない！短ｌ回デイ運Ｓモデル

・地域包括ケアシステム構築におけるリハピリ職の達携の在り方と具体的実践

・リハピリテーション専門職の`本来の強み'

・多業種協働におけるリハピリ職と多職種との運携強化

・地域域住ほ|とリ|ハビリ専門職が|どのように連携|していくのか７

・行政や社会責源|とリハ|ピリ専ri職の逓携の具体例

・保険制度に捉われず広く社会|||こｘliするﾘ|八ビリテーション

ーリハビリテーションは「711まＳ」ではない!１１としてとらえることによるｉｌｌｔ

・「リハビリSI匝|を生む要因ｌｉ険肖リハビリテーシ|ヨ|ン|に|お|け|る珊ぞEIIと課・

・ｉｌやｌ度にＳられず「ｉく社１に貫けるリハビリテーション」の実践モデル

１
2018.6.23(土)10:00～15:30

大ほコロナホテル
JRr新大iig』東口より・歩２・

―
ｌ
一

2018.9.1(・)ＩＯａＯ～15:３０

ウインクあいち
jRr名古屋IR」桜ａ口から２～５分

東
京

2０１８.12.8(土)10加～15z30

現在ll整ql

初級編 ~」

森憲－ａ（大販回g虜院リハピリテーションセンターａｌ・）東
京

21悩
S18.7.22(日)10:00～15:30

ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞﾎﾃﾙﾌﾟﾚｼｱま京ｌ
「押上駅JB3i口より徒歩1分

１
2０１８.7.29（日）la00～15:30

天満ガーデン貸会議室
ｔ下ＩＳＳ･ａｌＳｎＳｌｌＵ３きiﾛよりｌ奏3

2018.9.2(日)10:00～15:30

ウインクあいち
Ｊ「名古屋IR」桜ａ口から2～5分

高木綾－・（Siほ社ＷＯrkShiMｔ表ＳＳ）

効Ｓの出せる質の高いリハビリテーションを提供するためにセラピストがすべき事

・２０１８年同時改１はあなたのＩＳが結果をｌせるか、ｌせないかの分岐ａ

・リハピリテーション関連の診療報酬・介護報酬の増収マネジメント

・マネジメントにおける単価アップのＳ体策(ａ・をＳめるエまとｉＳをＳめるエ央)

・患者|・利用者の満足度を高め/る|マネジメン|ト

・満足度を高めるための工夫

・多職種ＳＳの|マネジメン|ト

・他職種の信頼を得るための工夫

・包括的リハ|ビリテー|ションのマネジメント

・早期からのリハピリテーションに介入するための医撒連携

・人材育成のマネジメント

・質の高いリハビリテーションを提供するための多職種運携システム

・多様な状態に応じたリハビリテーション

・学んだ知識をどのように臨床の評価や治療に活かすことができるか

・セラピストのキャリアマネジメント

・セラピストの働き方改革

マニュアル通りの訓練からの卒業！摂食・嘸下障書に関わる知識を実践にIEかせる技術

・頭顕部のＳｌｌこついて

・機能解剖について

・逐動学について

・筋収縮の!iEJI学について

・神経機構とその障書について

・姿勢と賑下の関係について

・くびの角度と嘸下

・醵防止機構と姿勢

・ポジショニング

・治療的誘導と介入

・筋の形態と徒手9り治療手技

・家族を含めた誰でも実践できる安全で

即時効Ｓカt期待できるテクニック
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「

山下総司Ｅ

ｌｌ会橿祉法人ひだまりＳ事

奈良Ｘ内の高劃晋ちき毅などで、介
攘il・・ｔ?Ｍｇａ貝・ｔＳきとし
て秦り８年間ｔＳしたを、・Ｒ環]１
アドバノザーとして独２.１をは.
・直ま人の介柵・９ＳＭＳぞE者と
してｔＳする９ら．Ｓ事を・める
社会柵祉法人にて我が事丸ごとの
・域づくりに・わっている。

森日ﾖ裕治Ｅ
社会ＥＳま人・南会
リハピリテーション部副部ａ

九Ｓ・・jll崎リハピリテーション
拳院卒業・,Siま人へ就轍.Ｓ人
rりのＳ・.き儲,通所,・問などを
・Ｓ.１年は,・ｉ,Ｓ齢者複き・
Ｒ,ＳＳ・・・特養などのたち上
げに・わる.組織運営･キャリア
支援･リハピリテーションをＳじ
た・・･fia等との・・･購きｔ
・･開催などに・り祖んでいる。

講師陣の紹介

１

バ

レ

- -

知野吉和Ｅ

介痩人材育成アドバイザー

介・系の・Ｍ享jiに入享しタＳｔ
ｉを・に,介・Ｓ・への・ａをiR
める.介護輿界全４の課題:ぷ,教
育で鮮決するしかないと講節Ｓを
iぞ始.やる・がなくなる・・の・
持ちを代弁しつつ,Ｅや戦つてい
る.答えは・・にあるかモットー
の介匯人材コンサルタント。

細川寛将氏
ｉ療ま人ｌ・会
ぞEg・Uケアきｉまごころの社Ｓ・lt

作業療法士として病院駱務時代より「ｌ
・資格」「保鏡内」にとらわれずに専r艶l
を・かしてナレッジワーカーとして活
動.これからの・療･介復職の・きヵの
一つとしてパフレルキャリアをＳＳ･推
奨している.珊在は、・縦Ｓ人陽明会グ
jレープ(名ぞiS・)で経営企罵･tEｔａ和
ケアtl41(サ高佳)・・ａをする傍ら、Ｓ
式会社クリエイターズ(金沢ｌ)にてａ労
31援亭業･メディア事業、その他ＮＰＯ
ま人や一殷社回法人の役・、ヘルスケア
ベンチャーを粛の支援に携わっている。

-－

り

Ｊ；

ｓ

ｙ
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E好貴之Ｅ
株式会社メアイツクプランニング
代表ミ膠役

自ら「・動」と「参力l」に力をいれた
リハビリ特化型ディをＳ営する傍
ら,リハピリ病院･介護施ａにおけ
るリハピリテーション機・・化に
よる・Ｓ・略を・Ｍにき・・Ｓの
病院･介ＳＳ設のコンサルアイング
を実践している。

高木綾－！
株式会社ＵＳrkSnlft代ａ取掃役

森憲-・
大ほ回生病院
リハピリテーションセンター技師ll

FT免許取得後.Ｅ・房院を９て・
ぽ人へ入JI.皿ぽ25年･こてａｒli
・ぴねＦ大きｉｔｌ・授に・ｉ。
Ｆ-・ＳＴ・S7などのχｉＲぴＩＳ
・１４１延べ２Ｃ学ＳＱ授Ｓを担
ｇ.４１２１ｔﾐl享ＩＳｔ資きを・
・し、こｒ,までCQｔ}・lil学・Ｓ
二Ｓａ・ぴ(２社:六ほそ111111き
ご会主哺購習会にて教育に従事。

W マ マ

運営戦略・実務力

～

ｉ

７

講座

,．つ学びで丸わかり！これからの介護・医療分野に必須のFり容です!

実魏できる車境・体制をＳえる
－㎜ WjI W

1⑩つぐ
スタッフ・ご利用者ｶS元気になるための条件とは
・改善方法が分かっても、行動できないのはなぜか
・現場でよく耳にする「利用考本位」はまたして本当に自立支援なのか
・仕組み、関係性、スキルをどう改善していくのか

Ｘ

山’
社会樫;

h
yだまり

　
ﾊﾞﾄﾞﾌﾟ　、。,。

病棟→通所・訪問→地域ヘ

・リハビリによるＥ療介護連携のポイント

・多様な社会でリハピリテーションを活かす方法
・仕組み、関係性、スキルをどう改善していくのか

ヘ

.彗ｒル
一一

一－
-

Ｋ
Ｉ

1111加こ
・療法人嘔・会

目皿ilアフローチｅＳＩ

効果を上げるリハ・フログラム

鯨岡栄一郎氏
旅式会社メ|ヲ|イケアソリ/ﾆ|ジヨ|ン
そａ５男役

目皿lilアプローチｅ四

効果を上げるリハ・プログラム

小幡・史Ｒ
･、　　合同会ｔTOT-k日odl･Japan

代表む員

Ｘ享卒Ｓ・,ヨ学・・コこと･Jて大
学浹・にｌ・をＳてｔ業.き１き
ｔＴｒi-k BCdy Jazanを設こ.tE
・き護,リハピしテーシＥン事・、
さ域支援事業,・凛コンサルタン
rヽli業などを行う.全・在宅リハ
ヒＪテーシＥンを考える会理事な
とを務める。

制度改iE・報酬改定などの環境の麦化にＳ応できる

4.'iノ・．ヘ

y ’1 ;i i;
I IJI ・ I

--･･.I･り

「1

れ._

一一－

効果ｶﾞS出せるサーピスを提供するためにすべき事
・結果が出せるリハピリ部門と結果が出せないリハピリ部Ｍの差
・報酬改定の荒波をチャンスに変え、よりFﾖ滑に運営するマズジメント
・ＰＴ、ＯＴ、ＳＴなどのリハ職が知っておくべきｅ大マネジメント

5ぶイぶﾀｒだ７　腿首S救鷲７

－

お串し込み方法
と注慧事項

ｅ各セミナーの当ＥのFS容はＲ更と芯る場合ザござソますことをi5らブしむご了承くたさ八

●多くの施設の方と交流が図れるよい機会こ芯Ｃますこで,を既をこ持参Ｅｎるここをお７７むヅたJます。

●参加費の納付をもってＥ式gﾖJ込みとぶ２ま７.なお,参加費Ｓ返ぎまじ.た。ま７七.お申し込み後1透９ｔつても人き案ろゴ１む'なゾ堤合"ま,お手数で
すが李務局までご連絡くたこｙ･。

●講演中のパソコン･タブｙﾂ･ト･スマーｋフ2rンなどでの録音･メモなどはご還慮ください。

詳しい情報は公式ホームページにてご確llください １日で学ぷスキルアップ講座 [Ｓ･，

ごＳ蛋の講Ｓにこを付けてください

自ＷＳｎ･ＳＩＳのつくり方　　　　　　　　　　　　　　4/28横浜 5/12福岡 6/16大阪

回■ａ■からのリハピリ大11革　　　　　　　　　　　　6/22東京　　　　8/3東京 9/9福岡
質の高いリハビリ部門の運営管理 7/22束京 7/29大阪　1　9/2名古Ｓ

アセスメント・コーチング能力向上 6/17大阪 ﾌ/2!東京 9/30福岡

Ｓ・を上げるリハ・プログラム　　　　　　　　　　　　5/13福岡 5/26大阪 8/18束京

・・･・下■■の;ぢへのアプローチ　　　　　　　　　　　6/23大阪 9/1名古屋 12/8東京
ふりがな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿

にＬ

□;ろ　ｉ
ロＡＸ

１－　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　　　　ｌ

ﾕ.2ﾚ　　　　　　　　　　　　　　　奥に　
-　　　　　　　_　　　　づ謳，

ＩＳ先　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　ﾐi4
㎜　　　¶

・上記伍人,t報yま,XFll会Ｃ管理･運ＺまたはそＣ池Ｆ.'まのご案らこＣみ･吏ｉします。・こヽ711いた個人{W報;ま当会の「プラ／バシー･ポリシー」に従い適切に瞥ilいたします。

回
扁
旧

干７２１-０９０２

広島県福山市春日日I浦上１２０５（株）ＱＯＬサーピスF大g 壁薦こ恋ほ1瓢1119gそ-9･ぞJ-9999
回回回･--･ﾐﾐ　　　’　　　　　　　　㎜

=httｐｓ://ｗｗｗ.tＳｕｕｓh0.ｃｏｍ/ｓkill/－・irifi)６ｕｕiih6jc6i四〇84-948-0641
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本来の持つている力を引き出す勤機づけ
・評価の仕方と伝える力
・目標達成に向けた手段の共ぞ
・環境設定の工夫
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目標試行的アプローチの実践
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機能の維持・向上でＳ症化予防の仕組みづくり
・ﾖi食、囁下障害は疾患ではなく症状である
・アプ二－チするための条件を整える
・実生活を意眠したトレーニング
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リハビリテーション・機能ＳＳのllを上げる
・生活期リハでサービスの質を上げるためのコツ
・スタッフが持っている能力を最大限に生かす

・疾患や症状などのiEしいミ解　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
合同会社
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